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対象とする問題の概要 

 ワックスプリントとは、工場でバティック染めを模して作られ、サハラ以南アフリカ各地にお

いて衣服の仕立て等に使用されている色鮮やかな布のことである。このワックスプリントは、ア

フリカ地域で内発的に生まれた布ではなく、近代以降に西欧諸国や日本などの工業化を遂げた

国々によってもたらされたという「外来性」を有している[Steiner 1985]。その一方で、この布

は現在では後述のナショナル・フライデー・ウェア・プログラム（National Friday Wear 
Program）をはじめとして「アフリカらしさ」や「アイデンティティの象徴」として使用される

こともあり、「内在性」も併せ持つといえる。本研究は、この当初「外来」であった布がどのよ

うにして「内在」となったのかという過程を、ワックスプリントの着用者とその普及図ろうとす

るアクターとの間における相互作用から捉える。 

  

研究目的 

 今回調査を行ったガーナ共和国は、19世紀以降西欧諸国等から多くのワックスプリントが輸入

され、現在ではナショナル・フライデー・ウェア・プログラムという着用促進政策が盛んな国で

ある。本政策は、2004年よりガーナ政府主導により開始されたものであり、金曜日にワックスプ

リントをはじめとするガーナ製の布を使用した服を仕事や大学に着ていくことを推奨するもので

ある。その意図としては、外国製の衣料品の流入により打撃を受けているガーナの繊維産業の振

興や、文化政策によるガーナのナショナルアイデンティティの構築が挙げられる。今回の調査地

であるガーナの首都アクラは、本政策が最初に導入され、現在でも政策の中心地となっている地

域である。本研究では、上記のような問題意識に基づき、ワックスプリントがいかにして「外来」

から「内在」となっていったのかという過程を解明するために、現地での聞き取り調査および定

点観測を実施した。 

 

フィールドワークから得られた知見について 

 今回調査をした首都アクラでは、ワックスプリントは男女ともに着用されており、日常生活の

様々な場面にワックスプリントが根付いていることが確認された。男性の場合、主としてトップ

スとして、女性の場合、主にトップス、スカート、ワンピースとして着用されており、ワックス

プリントを使用した服の型が洋服の型と似通っていることも明らかとなった。また、オーダーメ

イドで仕立てた衣服だけでなく、既製服の状態で売られているワックスプリントも多く見られ、

インフォーマントへの聞き取り調査では「ガーナやアクラは他の西アフリカ諸国と比べて洋装化

が進んでいる」という話も聞かれた。ナショナル・フライデー・ウェア・プログラムは、このよ

うな洋装化の進行に対抗して「ガーナらしさ」や「アフリカらしさ」を衣服に取り込んでいくこ

とを目指す取組みであると考えられる。 

 またガーナにおいて、歴史的に見れば「外来」の布であったワックスプリントが、現在では

「アフリカの布」として捉えられていることも明らかとなった。ガーナではワックスプリントの

他に、ケンテ、スモック、絞り染めなどの布があり、聞き取り調査の中でインフォーマントはワ

ックスプリントをこれらの布と同様に「アフリカン・ウェア」と分類していた。 



 さらに定点観測では、ナショナル・フライデー・ウェア・プログラム実施される金曜日にワッ

クスプリントの着用者が他の曜日と比べて顕著に多くなることが確認された。今回定点観測を行

った大通りでは、金曜日以外の平日にはスーツを着た男性が多く見受けられる一方で、金曜日に

はスーツを着用した男性はほとんど見られず、その代わりにワックスプリントのシャツを着用し

た男性が多く見受けられた。また、女性においても仕事着だけではなく日常着としてもワックス

プリントが金曜日に多くの人に着用されていることが観察された。 

 

反省と今後の展開 

 本調査では現在のナショナル・フライデー・ウェア・プログラムに注目して調査を行ったが、

その一方で本政策は 2004 年に始動した政策であるため、ワックスプリントが 19 世紀に英領ゴー

ルドコースト（現在のガーナ）にもたらされて以降、現在に至るまでにどのような歴史的経緯で

内在化されていったのかという点について、今後植民地期や独立後のガーナの文化政策の焦点を

当てながら調査を重ねていく必要がある。その中でも特に独立期にガーナの初代大統領クワメ・

ンクルマがガーナ製の衣服を着用することにより独立後のガーナのアイデンティティを構築しよ

うとした文化政策は、現在の着用政策にも深く関係している可能性が示唆される。そのため、今

後はこのンクルマの文化政策も含めてワックスプリントがいつからどのようにして「アフリカの

布」や「ガーナの布」という意味付けを持つようになったのかという過程について文献調査を行

っていく予定である。 
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写真 1：アクラ市内の歩道上にあるワックスプリント生産会社の広告看板 

 

 

写真 2：ワックスプリントで作られた男性用のシャツ 

 


